
■今後の方針

※正社員の離職者数について
当社は訪問看護や介護、薬局等で働く医療福祉専門職を多数雇用しており、離職者数も全体50名の内35名を

占めています（2021年度実績）。離職率においても一般総合職5.2％に対して医療福祉専門職は18.0％と高く
なっています。一般的に医療専門職の離職率は高いと言われています。

目的・指標 項目名 目標
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

受診、受検率の向上 定期健康診断受診率（％） 100% 95.1 92.2 97.2 98.7

受診、受検率の向上 精密検査受診率（％） 100% ー 67.7 61.5 60.7

受診、受検率の向上 ストレスチェック 受検率（％） 100% 34.6 59.3 74.0 84.6

受診、受検率の向上 健康セミナー 参加率（％） 20％ ー ー 15.0 15.5

社員の健康値の向上 特定保健指導 対象者割合（％） 15.0% 15.7 16.7 14.3 17.7

社員の健康値の向上 適正体重者率（％） 80% 66.5 69.0 66.8 61.4

社員の健康値の向上 高血圧者率（％） 0％ 8.9 10.8 11.2 11.9

社員の健康値の向上 高血圧のうちコントロール率（％） 100％ 70.6 72.7 75.0 69.2

社員の健康値の向上 睡眠により十分な休養がとれている（％） 100％ 64.9 74.4 75.8 71.2

社員の健康値の向上 傷病による休職者数割合（％） 0% 1.2 0.9 1.3 1.4

社員の健康値の向上 傷病による欠勤日数（日） 0日 ー 0.48 1.23 2.08

社員の健康値の向上 アンケート「健康」の社員平均点（点） 3.5点 ー 3.25 3.18 3.20

社員の健康値の向上 ストレスチェック 高ストレス者率（％） 10％未満 ー 8.5 6.4 5.7

社員の健康値の向上
メンタルヘルス不調・年間長期欠勤
・休職者数（人）

0人 8 4 8 10

社員の健康値の向上 喫煙率（％） 0％ 7.3 7.4 6.1 8.2

取り組みへの参加 食生活改善イベント参加率（％） 20％ ー ー 7.9 12.0

取り組みへの参加 運動習慣イベント参加率（％） 20％ ー ー 13.7 12.0

取り組みへの参加 従業員のヘルスリテラシーの状況（％） 100％ 97 95.9

組織体制の整備 有休取得率（％） 70％ 63.5 58.3 68.0 69.6

組織体制の整備 平均月間所定外労働時間（ｈ） 0ｈ 9 8 9 8

組織体制の整備 勤続年数（年） 12年 10.5 11.5 11.7 11.0

組織体制の整備 平均年齢（歳） ー ー 42.1 42.2 41.5

組織体制の整備 離職者数（人） ー 53 37 50 40

労働安全衛生 労働災害および通勤災害の件数（件） ー 29 20 19 23

その他 健康経営への投資額（万円） ー ー ー 232 372



A.特定健診の対象年齢となる40歳に到達する前から、社員自らが積極的に健康管理に取
り組むよう、全ての社員に対して、生活習慣改善に関する情報提供を行うとともに、食
生活改善と運動機会の増進に注力する。

①医師による健康保持増進のミニ講座をシリーズ開催。
②食事管理／運動促進アプリの対象者を、特定保健指導対象者から全社員へ拡大。
③スマートフォンアプリを用いて、ウォーキングイベントを開催。
④日帰りの登山を企画。
⑤本社階段室に、階段昇降による消費カロリーを掲示。

AI健康アプリ 「カロママプラス」
出典：㈱リンクアンドコミュニケーション健康ミニ講座 講師：関塚永一医師

（国立病院機構埼玉病院名誉院長、弊社顧問）

階段昇降による消費カロリーを掲示
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健康経営に取り組むことで組織の活性化を期待。そのために「フィジカルコンディション」「組織
エンゲージメント」「社員満足」の向上を軸に取り組んできた。経年の数値を見ると、まだ変化が
見られていないものもあるため、職員の健康リテラシーや職員間のコミュニケーションを高める
施策、そしてそれぞれの参加率増を課題として継続して、取り組んでいく必要がある。

B.ストレスチェックにおいて、50人未満の事業
所かつ非常勤職員の受検率が依然低い。集団分
析し有効活用するために下記対応を継続して実
施する。

①代表取締役社長から受検の意義を全職員へ通知
②各部署長からのアナウンスを徹底
③個人のスマートフォン等からも受検ができるよう

にする



<プレゼンティーイズム> 疾病や不調により業務時に生産性が低下しているかどうか
・測定方法⇒SPQ（0-100％）※を用いた従業員調査を半期ごとに実施

※「病気やけがが無い時に発揮できる仕事の出来を0～100％で評価してください」

単位：%
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<アブセンティーイズム> 疾病や不調による欠勤
・測定方法⇒傷病休職制度の年度別利用日数の従業員平均

単位：日

2022年度は前年度と比較して休職者数の大幅な増加は見られなかったが、長期間休職者
の増加が延べ日数に影響したと考えられる。
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<ワークエンゲージメント> 仕事に対する活力、熱意等
・測定方法⇒独自のアンケートにて「仕事満足度」「人間関係」を測定。
(1～5点で測定、1=大変悪い～5=大変良い)

単位：点
仕事満足度

人間関係 単位：点
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